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       釜石労働基準監督署からのお知らせ 
 

1 釜石支部主要企業訪問   

12 月 3日に株式会社オサダ様を訪問しました。 
 

 
【安全衛生活動】 
 安全委員会によるパトロール、
5S チェックによるパトロールに
より、安全衛生活動を行っていま
す。5S チェックの結果は、グルー
プウェアにて情報を公開してお
り、全従業員が確認出来るようになっ
ています。 
 また、4S 活動（清掃）として、他社
と合同で地域の清掃活動も実施して
います。 

【安全管理とＩＯＴ技術】 

 自動機・専用機は自社製であ
り、設計段階から労働者への危
険防止は検討されており、外周
をカバーで覆われていることか
ら労働者への危険はありませ
ん。 

生産性の向上・コストの削
減・人手不足の解消等、ペーパ
ーレス化を進め IOT を活用した
取り組みをしています。 

生産現場ではロボットが稼働
していますが、労働者との接触防止の
柵が設置されています。稼働状況がわ
かるランプは、ロボットや資材があっ
ても隠れない高さに設置されていま
す。整理整頓も徹底されています。 

【資格の見える化】 

 ヘルメットには持っている資格ごと
に絵柄の入ったステッカーを貼ってい
ます。誰が何の資格を所持しているの
か、資格の見える化を行っています。 

『フォークリスト』 『玉掛け』 

【救急箱の見える化】 

 製造現場に備えつけている救急箱に何が
入っているかは、中身の写真を撮り貼り付
けています。 

【転倒防止活動】 

 玄関など社員の出入り口には、
凍結防止、転倒防止対策としてヒ
ーター付きのマットを敷いて転倒
防止に注意しています。既に電源
は入っており、実際にマットを触
ったところ、ほんのり暖かかったです。 

【非常時対策】 

万が一の火災に備えて、自社所
有の消防車と、防火服等の消火装
備が備えられています。 

社員で構成された消火班は、月
に 1回、自衛消防隊消火班（第 1
班、第 2班）として 11 名が工場
敷地内で放水訓練を実施していま
す。防火対策の高い意識を感じま
す。 

２ 労働災害発生状況  

【11月届出の災害事例】 
収取桝の蓋を閉めず後ろ向きで床掃除をしていた際に、収取桝に足を入れてしまい捻挫した。 
足を取られる、転倒等の危険のある収取桝等の開口部を開けた場合、必ず閉めてから次の作業に移行し

ましょう。後ろ向きでの作業は危険です、目視で足元の安全を確認しながら作業しましょう。 

【令和６年 11月末現在 （前年同期と比較して９件（13.4％）の増加）】  
 休業 4日以上の労働災害 76 件（前年同期 67件）（新型コロナ感染症に関する労働災害を除く） 
死亡災害 1 件（同 0件） 
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３ 冬季転倒災害防止強化期間です。 

★転倒危険マップの作成の工夫例 

 ・転倒の危険のある個所について従業員にアンケート配布する。 

   → 危険の感じ方は、人それぞれです。従業員も参加 

してもらい沢山の意見を集めましょう。 

・回答数に応じて、危険シールの大きさを変えて貼る。 

  → 自分と同じ場所を回答した人の有無は気になりま 

  す。転倒危険マップの効果的な周知になります。 


